
6月25日(木)

白糠町と連携し学校林で森林教室

6月25日(木)、白糠町立茶路中学校の全校生徒16名を対象に、白糠町役場と

連携して森林教室を行いました。

初めにふれあいセンターからは「森のおいたち」や「森の働き」などを描い

た7枚のパネルを利用し、森の果たす役割を学んでもらいました。白糠町役場経

済課長からは町の取組であるヤナギの植栽や「バイオエネルギー」資源にヤナ

ギを利用する構想などの紹介がありました。

その後、校舎と隣接する学校林で樹木の名前や特徴を覚える実習を行いまし

た。学校林には、チョウセンゴヨウ・アカエゾマツ・ネコヤナギ・オヒョウ・

ヤチダモ・カツラ・オニグルミなど樹木の種類が豊富で、生徒達はいつも見て

いる樹木に気づかない特徴があることを学んだと思います。また、オヒョウや

サトウカエデといった葉の形が珍しい樹木もあり、印象深い森林教室になった

のではないでしょうか。

（自然再生指導官 國井）
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